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被
害
想
定

　
地
震
規
模
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５

（
西
山
断
層
系
地
震
）
で
、
南
丹
市
中

心
部
に
お
い
て
震
度
６
強
、
そ
の
他
の

地
域
に
お
い
て
震
度
５
を
観
測
し
た
と

想
定
。
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
家
屋
の

倒
壊
や
火
災
、
道
路
の
寸
断
に
よ
る
交

通
の
遮
断
な
ど
の
被
害
が
発
生
。

災
害
対
策
本
部
の
設
置

　
地
震
の
発
生
に
よ
り
南
丹
市
は
災
害

対
策
本
部
を
市
役
所
内
に
設
置
。
市
全

職
員
を
動
員
し
、
情
報
収
集
、
被
害
状

況
を
確
認
。
被
害
が
甚
大
で
あ
る
こ
と

か
ら
京
都
府
に
対
し
、
応
援
を
要
請
。

　
市
民
に
は
、
午
前
７
時
か
ら
市
内
全

　
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
る
今
日
、

南
丹
市
園
部
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
メ
ー
ン
会
場
と
市
内
全
域
で
、
お
よ
そ

５
，
０
０
０
人
が
参
加
の
下
、
市
内
各
地
で
南
丹
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
避
難
、
救
助
、
初
期
消
火
、
炊
き
出
し
な
ど
実
践
的
な
想
定
訓
練
を
行
う
こ

と
で
、
市
民
の
防
火
意
識
の
向
上
と
防
災
関
係
機
関
の
連
携
強
化
、
技
術
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

域
の
自
治
会
代
表
者
ら
に
電
話
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
て
避
難
指
示

を
伝
達
。

各
機
関
と
の
連
携
・
災
害
対
策

　
災
害
対
策
本
部
は
、
園
部
公
園
ス
ポ

ー
ツ
広
場
に
現
地
対
策
本
部
を
設
置

し
、
災
害
対
策
を
開
始
。
京
都
中
部
広

域
消
防
組
合
園
部
消
防
署
を
は
じ
め
と

す
る
防
災
関
係
機
関
・
消
防
団
な
ど
と

連
携
を
取
り
、
消
火
、
救
出
、
救
護
活

動
を
開
始
。

住
民
の
避
難

　
避
難
所
・
応
急
救
護
所
を
開
設
。
各

地
域
で
消
防
団
な
ど
の
誘
導
に
よ
り
、

周
辺
住
民
が
避
難
場
所
へ
と
避
難
を
開

始
。
倒
壊
家
屋
な
ど
か
ら
の
救
出
訓

練
、
初
期
消
火
訓
練
、
応
急
給
水
訓

練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
一
斉
放
水
訓
練

な
ど
を
実
施
。

― 

防
災
力
を
高
め
て 

―

　
こ
の
訓
練
に
は
、
地
域
住
民
、
南
丹

警
察
署
や
京
都
府
南
丹
広
域
振
興
局
を

は
じ
め
防
災
関
係
機
関
や
大
規
模
災
害

発
生
時
に
お
け
る
協
力
協
定
を
結
ん
で

い
る
民
間
団
体
な
ど
20
団
体
が
参
加

し
、
迅
速
な
訓
練
を
展
開
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
参
加

者
は
真
剣
な
表
情
で
訓
練
を
行
い
、
地

域
一
丸
と
な
っ
て
防
災
力
を
高
め
ま
し

た
。
訓
練
終
了
時
に
佐
々
木
市
長
が

「
訓
練
を
機
に
市
民
の
防
災
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
で
も
有

事
に
備
え
て
検
証
し
て
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　【
参
加
機
関
一
覧（
順
不
同
）】

南
丹
市
、南
丹
市
消
防
団
、市
内
各
自
治
会・自

主
防
災
組
織
、市
内
各
婦
人
消
防
協
力
隊
、京
都

府
南
丹
広
域
振
興
局
、京
都
府
南
丹
保
健
所
、京

都
府
南
丹
警
察
署
、京
都
中
部
広
域
消
防
組
合

園
部
消
防
署・亀
岡
消
防
署
、国
民
健
康
保
険
南

丹
病
院
組
合
、京
都
市
消
防
局
、（
独
）水
資
源
機

構
日
吉
ダ
ム
管
理
所
、京
都
地
方
気
象
台
、南
丹

市
社
会
福
祉
協
議
会
、南
丹
市
建
設
業
協
会
、南

丹
市
管
工
事
業
協
会
、 （
社
）京
都
府
エ
ル
ピ
ー
ガ

ス
協
会
南
丹
船
井
支
部
、南
丹
船
井
自
衛
消
防

隊
連
絡
協
議
会
、南
丹
船
井
危
険
物
安
全
協
会
、

近
畿
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ（
株
）、（
株
）光
明

製
作
所ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

―
南
丹
市
総
合
防
災
訓
練
―

家
屋
の
倒
壊
、火
災
の
発
生
！

　大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す

（
想
定
）
平
成
20
年
11
月
16
日

　
　
　
　
　
　
午
前
６
時
50
分
ご
ろ

　
南
丹
市
で
震
度
６
強
の
地
震
発
生

直
ち
に
避
難
所
へ

　避
難
し
て
く
だ
さ
い

も
し
も
大
規
模
災
害
が
南
丹
市
で
起
こ
っ
た
ら
…▲現地災害対策本部を設置

▲はしご車を活用した救助活動

▲事故車両に閉じ込められた人を救出

▲炊き出しによるおにぎり作り

▲断水に伴う仮設給水設備の設置

▲無償提供される飲料

▲バケツリレーによる初期消火 ▲負傷者の応急救護

▲雨の中を避難所に集団避難する住民
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